
5. 2 学術情報のデジタル化への対応

1はじめに

国立情報学研究所情報学資源研究センタ-長

安 達 淳

電子図書館ないしデイジタルライブラリ-は,インタ-ネットの隆盛とともに,いろいろな側面

から脚光を浴びている.本稿は,学術情報をインタ-ネットの上で括用していくための情報の電

子化とそれ考サ-ピスするための括動について,特に学術に関係した部分に焦点を当てて-動向

を探ろうとするものであるoまた,特に筆者の所属していた旧学術情報センタ-および現在の国

立情報学研究所における活動の経験を踏まえた事例の紹介を行う.

2学会括動,学術情報と電子化

2.1学術情報の特質

学会や研究括動に関係して生み出草れる学術情報は,商業的な出版とは異なる性格を持っているo

近年,祇による情報生産.流通に代わり, CD-ROMデ-夕ベ-スの利用等も脚光を浴びてきた.

学術的括動の性格に即して,情報電子化の歴史を振り返る.

流通している学術情報の典型は学術雑誌である.学術雑誌を出版する主体は,大学等の研究機関,

学協会,そして商業出版社である.

その特徴は,

.紀要など商業流通ル-トにのっていないものも多い

.営利を第-目的とせず,著者の気持ちとしては複写の禁止よりも,積極的に研究者コミュニテ

イで流通する方をよしとする

などであるo

出版に関係する電子化活動の-般的な分類を試みると,

1原稿の電子化2出版物の電子化3ネットワ-クなどの利用

の三つを挙げられるo



2.2学協会における出版

わが国の学協会の特徴は,

.組織的規模は米国と比べはるかに小さい

.日本語出版物は,流通が国内に限定される. -瓦国際流通を図ろうとしても困難が多いo

.学協会内での出版の電子化等の技術革新は米国に比べて遅れがちであるo

などである.

2.3電子原稿の利用

組織的なデ-タベ-ス化の間題点は次のようであるo

.ヮ-プロの多様なフアイル形式のための統-された形式が望まれるo

.全文デ-タの標準形式に関する国際標準にはSGMLやXMLがある

.標準化が定着すれば,学会は容易に電子化原稿を集めることができ-その副産物としての全文

デ-タベ-ス化の推進を図ることができるo

.しかし,現実は統-は大変難しい

.図や写真の統-的な扱いが難しい.今後のマルチメディアの課題であるo

3電子図書館の機能とコンテンツの設計

3.1情報利用形態による分類

唱子図書館Jを,何らかの胤の形態で流通している情報を電子的な形態でしかも組織的に

蓄積し,提供サ-ピスするシステムととらえる.例えば-冊子- CD等の物理的媒体の中に格納

されている情報を指し,特に冊子の形態の情報は出版という形ですでに安定した社会システムが

確立しているoこれが電子出版やネットワ-ク化により喝子他の渦中にあるわけであるo



まず,電子化情報の利用形態に着目すると,く11スタンド.アロンーく2梓ットワ-クによるもの-

のこつに大別される.今後はネッノトワ-クベ-スの情報サ-ピスが中心となっていくと考えられ

る.

また,利用形態はともかく,目下情報の帽付けJが最大の関心事であり-学術出版社を始めこ

れを模索するためのプロジェクトが多く走っているo

3.2蓄積する情報による分類

r電子図書軌の蓄積する電子化されたコンテンツについて-ドキュメント情報を大別すると-

.従来の祇の形態の情報形式に依存した電子化

.新しいネットワ-ク環境に適合できるように電子化情報を構成.

になるo前者はパ-ジをスキヤナによりデイジタル画像にして蓄積する手法を採ることになるo

また,ボストスクリプトやPDFなどのペ-ジ記述言語による方法も考えられるが-あくまでも

祇の上にレイアウトされた画像情報を対象とするものであるo

-九後者はコンピュ-夕上での表示と利用の容易さを狙って-例えらihJlイパ-テキストのよう

に,情報の構成そのものを再検討して,提供するものであるo

現在各所で行われている電子図書館プロジェクトをみると-スキヤニングしたディジ夕ル画像を

対象とするシステムとコ-ド化された全文tfuntextl情報を扱うものとがあり-次第に後者に移行

していくような傾向にある.前者の利点.欠点を列挙すると-

.印刷して読み易いレイアウトになっている

.膨大な紙の情報の遡及的電子化に適用し易い

.号董昆
ロPロやフオント外字等に依存せず適用できる

.慣れ親しんだ表現形式なので,祇のシステムから移行し易い

一最近の情報はすでに発生時から機械可読であるが-これを有効括用していない



一検索機能を補うデ-タベ-スが必要である

のようになる.これを逆に考えれば,おおむね全文情報の利害得失になるo

従束学術情報セン夕-では, SGMLによるフルテキストデ-夕ベ-スの実施を試みてきたが-

最近はSGMLをより簡素化したXMlが標準として広まる気配を見せているo

4 NACSISMIIの電子図書館システム

4.1事業の位置付け

文部省の大学共同利用機関である学術情報センタ1NACSIS- 2000年4月からは国立情報学研

究耐では, 1986年の発足以束大学図書館のネットワ-ク化や学術情報のデ-タベ-ス形成を

行ってきた.

この目録事業と並行して,わが国の学会と協力したデ-タベ-ス形成も行ってきたo中でも学会

発表デ-タベ-スには65の学会が参加し-学会の行う大会一研究会-シンボジウム等での研究

発表に関する概要情敵すなわち発表表題一著各アブストラクト等の情報が蓄積されてきたo

学術情報センタ-はこれ以外にも学会への支援事業を行っており-その最近の例として

Academic Society HomeVjnageというサ-ピスがあるoこれは学会に無料でWWWサ-ビスの

ためのコンピュ-タ資源を提供しようというもので多くの学会で括用されているo

このような事業展開のなかで,次の情報サ-ピス電子図書館システムの開発を行い- 1995年2

月からの試行サ-ピスを経て1997年4月から公開サ-ビスを行っているo

学術情報センタ-の活動には,文部省管轄下の機関としての役割とも関連し-学会括動やその発

行する学術雑誌を対象としたものが多い.このような背景から- NACSIS-ELSの開発では-学

会括動に関連した情報形成.提供支援に寄与することを強く意識して設計してきたo

4.2 NACS工S-ELSのねらい

電子図書館サ-ビスNACS工S-ELSは,雑誌のすべてのペ-ジを画像としてデ-タベ-スに蓄積

し,利用者の手元に高速ネットワ-クを通してセンタ-サ-バから直接供給する機能を実現した

ものである.
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すなわち, NACSIS-ELSのデ-夕ベ-スサ-バは,

.二次情報デ-タベ-スの検索機能.文献のペ-ジのブラウズ機能

のこつの機能を統合したものであるo

4.3開発の経緯

I

NACSIS-ELSの開発は1990年頃から始めた.システムの稼働する環境としては-当時勃興しつ

っぁったインタ-ネットすなわちTCPftPをベ-スにしたネットワ-ク環境を前提として-

clientlserver型のネットワ-クアプリケ-ションとして実現した.システムの設計と実現には-

それほど時間を要しはしなかったが,最大の課題はデイジタルコンテンツの入手であったo

まず最初に1993年に情報処理学会に実験目的での学会誌や論文誌のデイジタル化の許可を申し
t

出たoさいわい快諾を得ることができ, 1994年には国際会議で実現システムのデモンストレ-シ

ョンなども実施できたo

並行してコンテンツディジタル化の規模を拡大すべく-文部省の科学研究費補助金を申請し-

1995年から2年間の試行実験を行った.この際には-情報処理学会に加え-電子情報通信学会一

電気学会から雑誌のディジタル化の許可を得ることができた.この試行では-あくまでもサ-ビ

スの実用化実験として,著作権使用料を支払わずに-限定した利用者にサ-ピスを提供してその

実現上の間題を検討することが目的であった.

2年間の試行期間中には,いろいろな学会との間で著作権使用料に関する考え方の調整を行い-

このような情報サ-ビスにおける新しい課金方式の検討を進めた.これと同時に雑誌のデイジタ

ル化についての許可を他の学会にも求め,コンテンツを拡大する努力を行ったo 1996年末には

28の学会がこのプロジェクトに参加し, 62の雑誌がデイジタル化の対象となり-約56千論文-

45万ペ-ジのコンテンツが蓄積できた.

-九課金方式については,他に類をみないため-なかなか方針が定まらなかったo試行実験は

1997年3月に-応終了し, 4月からは公開サ-ビスとして広い範囲の利用者が利用できるような

制度でサ-ピスを公開した.この際には参加学会には当分の間無料で情報を提供する旨の特別の

許可を得てサ-ピスを続けたoそのため,試行に参加した学会の-部は改めて意思決定をするの

に時間を要するなどの都合もあったため,公開当初は14学会20誌程度に下がったoしかし-

並行して,多くの学会にサ-ビスの説明を行い-雑誌のディジタル化を進め-雑誌の提供を許可

する学会も9月には23学会, 45誌へと徐々に増加した.



1997年度公開当初は無料にしたものの,課金単価を定める手続きに手間取り-最終的に著作権料

の徴収を始めたのは1999年1月からであるoそれ以前には利用者の登録は7000人規模であっ

たが,料金徴収開始のための利用者再登録の結鼠当然のことながら1600人くらいまでに利用

者数は低下した.今後徐々に増加していくと期待しているo

2002年5月では, 183学会が参加し, 418タイトルの雑誌についての122万論文あまり- 400

万ペ-ジ近くのコンテンツが公開されている.

収録雑誌の数は今後も増えていくと予想している.登線利用者は約5000人であるo

5著作権処理

5.1共通するサ-ピス上の間題

ネットワ-ク上の文献提供に関する学会側での懸念を要約すると-

.雑誌発行部数の減少.会員の減少

の二点になる.雑誌の情報が容易に入手できるようになれば-定期購読の予約数が減り-また会

員になる利便性が薄くなることにより,会員が減り-学会括動に悪影響が出るというものであるo

これらが果たして真実かどうは不明であるが, NACS工S-ELS開発に当たっては-学会側のこれ

ら懸念に十分配慮し,結果として多くの料金設定パラメ-夕を用意した.学会側がそれらを自由

に設定できるようにすることで,間題を回避するような方針をとってきたo

5.2料金方式

1999年1月から実施した課金方式の骨子は次のようであるo

.個々の著者は学会へ著作権を委譲する.利用した量に応じて課金する従量制.個人利用を対

象.新しく発行される雑誌を対象.遡及的なディジタル化も並行して実施

というものであるo

5.3学会の決定項目

著作権使用料金設定に関して学会は,



.画面表示の場合のペ-ジ当たり単価.印刷の場合のペ-ジ当たり単価.会見非会員による

料金の差別化.ペ-ジ属性による料金の変更.ネットワ-ク公開までの時間遅れの設定.無料

にするペ-ジの設定可能

が可能である.要は,雑誌ごとにかなりきめ細かく料金を変えることができるようにしたo会員

かどうかにより料金を変更でき,学会の中には会員に関しては印刷しても料金をとらないという

方針をとることもある.なお,学術情報センタ-の機関としての性格から-会員だけへの閉じた

サ-ビスは許していない.料金さえ支払えば有資格者すべてが利用できるような体系を設定して

いる.

以上のような複雑な料金制度は,学会との協議の上で定まってきたもので-従来の括動に与える

影響を極小に押さえながら徐々に新しいネットワ-ク志向のサ-ピスに転換していく際に必要な

考え方で, NACSIS-ELSに特徴的なものであると考えている.

6 NACSIS-ELSの課題

6.1技術的な課題

1998年度から学術情報セン夕-はrオンラインジヤ-ナ仙プロジェクトを開始して-学会が

xMLを用いて電子的に雑誌を編集していくためのソフトウェアシステムを開発し-学会に提供

していくことになった.このプロジェクトの成呆として,今後は学会からはXMlベ-スのディ

ジ夕ル文書として学術情報が生産されてくることになる.このように新しく生産される情報につ

いては, XML, PDFなど新しい文書形式が採用されるようになっている.

学術情報の電子化が進んできたことから,既存の種々の情報の統合により-さらに付加価値を産

み出していくことが進んでいる.すなわち,

.ペ-ジ画像のNACSIS-ELS.抄録情報のNACSIS-IR学会発表デ-タベ-ス. XMLによ

る新しいオンラインジヤ-ナル.引用索引デ-タベ-ス

を統合するような利用環境の実現を目指している.現在博術情報ボ-タルサイトJから逐次公

開していくことにしている.

6.2制度的な課題

今後出版社が学会が独自に電子ジヤ-ナルの提供サ-ビスを始めていくと思われるが-決しで情

報の入手がすんなりと容易になっていくとは思えないo課金処理が介在するためであるo



米国ではすでに電子ジヤ-ナルの利用に当たり, appropiate copyという間題が指摘されており-

技術的解決と共に,今後のコンテンツ利用の仕組みつくりの課題になっている.

-方で,並行して研究者や学生の文献アクセスの態様が変化していくことも分析していかなけれ

ばならないo電子化されていくことにより,雑誌単位のアクセスから記事単位ヘのアクセスヘと,

アクセス粒度が小さくなっていく.これは,情報を生産する学会側からは大きな間題であるとい

え, -友研究者側からも従来のような単純な右肩上がりの文献発表では済まなくなる環境にな

るとも思われる.研究者コミュニテイの中での文献の利用の仕方の変化の方向にも注目する必要

があり,簡単に予測しがたい.

7むすび

学術コンテンツの電子化を紹介するなかで,最後に,システム開発とともにコンテンツの作成が

あいまって進んでいくことの必要性を強調したい.

新たに発足した国立情報学研究所では,学術情報セン夕-時代から引き続いて,画像ベ-スの電

子図書館システムの開発と並行して,全文情報を扱うデ-夕ベ-スの研究開発も行い,.画鳳全

文がコヒ-レントにつながるシステムを目指している. -九電子文書ではPDFが広まってい

る.今後は多くの情報が直接電子的な形態で入手できるようになると期待されるため,電子図書

館システムも,これらに対応したものに変えていく必要がある.

-九改めてr図劃軌的機能やサ-ビスに関心が集まっている.現嵐r電子図書軌といえば,

ネットワ-クを通じて行われる情報サ-ビスの典型として注目されており,今後,教育,学術研一

究,生涯教育などすベての面での情報化と密接な関係を持っているといえるo

図書館に対しては,ネットワ-ク上で流通する学術情報を積極的に収集していく営みがますます

強く期待されるようになっていくと思われるo


